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　はじめに

アナゴ科クロアナゴ属魚類 Congerは両顎歯が

1–2列で外側の列の歯が鋭く尖る，上唇の溝が深

い，および下顎が中庸で閉口時でも前上顎骨歯が

露出しないことなどによって特徴づけられ

（Smith, 1999；波戸岡，2013a），日本からはキリ

アナゴC. cinereus Rüppell, 1830，ダイナンアナゴC. 

erebennus (Jordan and Snyder, 1901)，クロアナゴ C. 

jordani Kanazawa, 1958， お よ び マ ア ナ ゴ C. 

myriaster (Brevoort, 1856)の 4種が知られている

（波戸岡，2013a; Smith and Ho, 2018）．

2019年 7月 21日に屋久島町一湊沖の水深 7 m

でキリアナゴに同定される水中写真が撮影され

た．この写真は本種の屋久島からの初めての記録

となるためここに報告する．

　材料と方法

写真から明瞭にわかる形質の計数を行った．本

報告に用いた水中写真は，鹿児島大学総合研究博

物館の画像データベース（KAUM–II：Kagoshima 

University Museum–Ichthyological Images）に登録

されている．

　結果と考察

Conger cinereus Rüppell, 1830

キリアナゴ　（Figs. 1, 2）

写真　KAUM–Ⅱ. 73（Fig. 1），74（Fig. 2），鹿

児島県熊毛郡屋久島町一湊沖，水深 7 m，2019年

7月 21日，21:00撮影，高久　至．

分布　アフリカ東岸から日本，ハワイ，およ

びイースター島にかけてのインド・太平洋に広く

分布する（Kanazawa, 1958; Smith, 1999；波戸岡，

2013a）．日本国内においては小笠原諸島，三重県

尾鷲湾，和歌山県白浜町，徳島県阿南市，土佐湾，

山口県響灘，鹿児島県坊津町およびトカラ列島以

南の琉球列島から記録されていたが（Kamohara, 

1954；鈴木・片岡，1997；波戸岡，2013a；土井

ほか，2015；池田・中坊，2015；畑ほか，2017），

本研究により屋久島における分布が確認された．

備考　屋久島町一湊沖で撮影された水中写真

は眼の下に黒色線をもつ，眼後方に側線孔を 2個

もつ，胸鰭に黒色斑紋をもつ，背鰭起部が胸鰭中

央上付近に位置する，および生時，体側に幅の広

い灰白色横帯をもつことなどの特徴が Smith 

(1999)，波戸岡（2013a），および Smith and Ho (2018)

の示した Conger cinereusの特徴とよく一致した

ため本種に同定された．なお，波戸岡（2013a）

はキリアナゴの標徴として眼後方の側線孔数を 3

としたが，本水中写真においては左体側の眼後方

に確認された側線孔は 2個のみであった．しかし，

Smith and Ho (2018)は台湾産の個体においては側
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線孔数が 2または 3であると記載しており，本研

究においてもこのような差異は種内変異であると

判断した．

キリアナゴは琉球列島では普通種であり（波

戸岡，2013b），畑ほか（2017）は鹿児島県坊津町

野間池沖から得られたキリアナゴ 1個体を九州沿

岸初記録として報告している．これまで知られて

いた本種の国内における分布記録は上述の「分布」

の項のとおりであり，屋久島の魚類相を扱った

Motomura and Matsuura (2010)，Motomura and 

Aizawa (2011)，Motomura and Harazaki (2017)でも

本種は記録されていない．したがって，屋久島町

沖で撮影された水中写真は本種の屋久島からの初

めての記録となる．
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Fig. 2. Underwater photograph of Conger cinereus (KAUM–II. 74, same individual with Fig. 1).

Fig. 1. Underwater photograph of Conger cinereus (KAUM–II. 73, off Isso, Yaku-shima island, Osumi Islands, Kagoshima, Japan, 7 m depth, 
21 July 2019). Photo by I. Takaku.
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